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2-1 普通科目 ｢情報AJ ｢情報B｣ ｢情報C｣教
科書の分析
現在出版されている ｢情報｣の文部科学省検定済


























































































ア 1. a:表現 LEVEL3 さまざまな情報手段を活用して,効果的に表現する
悼 情報 a3-010 集めた情報を元に新しい情報を作り出すことができる
報 の表 a3-020 自分の考えを組み立てながら,その考えに必要な情報を選ぶことができる
宿 現及 a3-030 相手に効果的に伝わるように,表現方法を工夫し,順序を整えて 表すことが
用の びコミ ユ できるb:メデ ィアに LEVELS メディアを活用して情報を交流する
実 ニケ よるコミュニケ- b3-030 共通の話題についてメデイ7(電子メール,テレt.会議,電子掲示板)を利 用して交流
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2. C:問題の発 LEVEL3 自ら課題を見つけ見通しを持って活動することができる
課題 兄と計画 C3-OlO 課題解決に必要な情報かどうか適切に判断する
解決にお 03-030 自分の考えや活動計画の要点をわかりやすくまとめるLEVEL4 自分の学習活動を振 り返 りながら,計画.実施.評価ができる
ける情報 ¢4-010 学習活動を振 り返 り,自ら課題を見つけて計画.実施.評価ができるd:情報の収 LEVELS 課題解決に必要な情報を,情報手段を活用して収集する
活用 負 d3-020 課題の問題解決に対し,情報活用の方法を考えながら,情報を収集する
a:整理.分 LEVEL4 集めた情報を情報手段を活用して整理.分析.判断する








3. g:情報手段 LEVELS 目的に応 じて,情報手段を使い分けることができる
情報 の適切な利 g3-010 メディアにはそれぞれに長所と短所があることを知る
手段の適 用 g3-030 適切なメディアを選択して 情報発信するLEVEL4 状況に応 じて情報手段を複合的に活用する
切な g4-010 多種多様なメディアを場面に応 じて効果的に組み合せる
利用 g4-020 電子メディアを組み合わせて作品を作る
イ 4. A:情報手段 LEVELS 情報機器や情報手段の仕組みを理解する
情 情報 の仕組みを h3-010 コンヒ'ユ-クや内部の仕組みを知る
報 手段 知る h3-020 情報通信ネットワ-クの仕組みを理解する
の料 の仕組み h3ー030 情報機器の歴史的変遷を理解するi:情報手段 LEVEL4 コソヒ'ユ-Qや情報通信ネットワークの特性を理解する
学的な理 や特性の理解 の特性の理解 i4_010 コンt'ユ-タや情報通信わトワークの特性を理解する
5. j:情報処理 LEVEL4j4-010 情報処理に関する基礎的な理論と方法を理解する
解 情報 に関する基 モデル化やシユミt,-シヲンの考え方を理解する
処理 礎的な理論 情報処理(㍗-タへ中一ス)の概念を理解する
や情報技節.人 と方牡 j4-0203 情報処理システムの仕組みを理論的に知るk:情報技術 LEVEL4 情報を表現するための技法を知る
間の に関する理 k4-010 情報通信と計測 .制御の仕組みを知る
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する 1:人間の情 LEVEL4 人間の情報認識に関する理論と方法を理解する
基礎的な理論と方法 報認識に関する理論と方法 14-010 人間の知覚,記憶,思考についての特性を知る
ウ 6. m:情報に対 LEVEL4 情報と主体的にかかわり情報を批判的に活用できる
悼 情報 する態度 m4-020 課題について調べた情報を根拠にして討論を行う
報 に対 m4-080 自分や他者が発信した情報や意見の真偽や適切さについて批判的に判断し改
社A;に する態度 善できる7. n:情報モラル LEVEL3 情報モラルの大切さを受け止め,主体的に行動できる
参画 情報モラル n3-010 ネットワークを利用する場合のルールやマナーを身につけるLEVEL4 関連する社会的なルールやマナーを理解した行動をと ことができる
す n4-010 知的所有権を理解して情報収集をする


















































内容の項目 番号 A B C D E F G H Ⅰ ∫ K L M
(1)悼 ア問題解決 a3-010 ○ △ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △
報を括 の工夫 a3-020 ○ △ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △
用する 63-010 △ △′△ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △
ための工夫と C4-010 △ △ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △イ情報伝達 a3 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報機 の工夫 C3-030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
器 i4-010 ○ ○′○ ○ .○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎○
14-010 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
(2)悼 ア情報の検 d3-020 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎○ ○ ○ ○ ○
報の収 索と収集 j4-010､ × × × × × × × × × × × × ×
集 .発信と情 j4-020 △ △ △ △. △ △ △ △ △ △ ○ △ ◎イ情報の発 b3 3 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
報機器 倍と共有に e4-020 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
の活用 適した情報 e4-030 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
の表し方 g3-030 ◎○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
k4-010 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
ウ情報の収 n3-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ◎ △
負 .発信に n4-010 ○ ○ ○ ○ .○ ○ ○ △ △ ○ ○ ◎ △
おける問題点 n4-020 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ◎ △
(3)悼 アコンヒ●ユータ g3-010 △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ ×
報の統 による情報 g4-010 ○ ◎ ◎◎ ◎○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎◎
合的な処理と の釈合 g4-020 ○ ◎ ◎ ◎◎○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎イ情報の統 f3 5 ◎ ◎ ◎
コンヒ■ユー 合的な処理 f3-060 ◎ ◎ ◎◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎○ ◎ ◎◎
タの活 f4_020 ◎◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎◎ ◎
用 f4-030 ◎ ◎ ◎ ◎◎ ○ ◎○ ◎○ ◎ ◎◎
k4-020 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
j4-030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(4)情 ア情報機器 h3-010 △ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
報機器 の発達とそ h3-020 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
の発達 のしくみイ情報化の進展が生活に及ぶ影響ウ 社会-の参加と情報技術活用 h3_030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○







内容の項目 番号 A B C D E F G H Ⅰ
(1)間 ア問題解決 b3-030 △ △ △ △ △ △ △ △ △
題解決 における手 C3-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
とコンヒ● 順とコンヒ●ユー g3-030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ユータの活用 タの活用 h3-030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○イコンt'ユータ g 1 ◎ ･0 △
による情報 g4-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △
処理の特徴 i4_010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14-010 △ △ △ ,△ △ △ △ △ △
(2)コンヒ●ユータの仕租みと働き アコンヒ●ユータにおける情報の表し方 h3-010 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イコンヒ`ユータにおける情報の処理 j4-030 ◎○ ○ ○ ◎○ ○ △ ○
ウ情報の表 a3-010 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○
し方と処理 a3-020 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○
手順の工夫 a3-030 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○
の必要性 C3-010 △ △ △ △ △ △ △ △ △
C3-030 △ △ △ △ △ △ △.△ △
C4-010 △ △ △ △ △ △ △ △ △
(3)問題のモチI)V化と アモデル化とシュミレーション j4-010 ◎ ◎◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎イ情報の蓄 d3 2 ◎
コンヒ● 積 .管理とテe4-020 ◎ ◎ ◎◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ユータを ○づへしスの e4-030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
活用し 活用 g4-020 × × × × × × × × ×
た解決 j4-020 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎◎◎ ◎
(4)情 ア情報通信 h3-010 △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △
報社会を支え石情報技術 と計測 .刺御の技術 k4-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ情報技術における人間-の配慮 m4-080 △ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○
ウ情報技術 f3-050 × × × × × × × × ×
の進展が社 f3-060 × × × × × × × × ×
会に及ぼす f4-020 △ △ △ △ △ △ △ △ △
影響 f4-030 △ △ △ △ △ △ △ △ △
m4-020 △ △ ○ ○ △ ○ △ △ ○
n3-010 △ △ ○ ○ △ ○ △ △ ○
n4-010 △ △ ○ ○ △ ○ △ △ ○




内容の項 目 番号 A B C D E F G H ∫
(1)悼 ア情報のデ h3-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
報のデイシ1タル化 イシt'タル化の仕組み h3-030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○情報機器 g 1 △
の種類 と特悼 k4-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ情報機器 a3-010 ○ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○
を活用 した a3-020 ○ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○
表現方法 a3-030 ○ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○
C4-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
e4-020 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
e4-030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
g4-010 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○
k4-020 △ △ △ △ △ △ △ △ △
g4-020 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(2)情報通信ネットワークとコミユニ ア情報通信ネットワークの仕組み h3_020 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △イ C-1 ○ ○ ○
ケ-シヨン の効率的な方法 i4-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウコミュニケーションにおける情報通信ネットワークの活用 b3-030 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
(3)情 ア情報の公 n3-010 ◎ ◎ ○ △ ○ ○ ○ ○ △
報の収 開 .保護 と n4-010 ◎ ◎ ○ △ ○ ○ ○ ○ △
集 .発信 と個 個人の責任 n4-020 ◎ ◎○ △ ○ ○ ○ ○ △イ情報通信 d3_020 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ネットワークを括 f3_5 ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
人の斉 用 した情報 f3-060 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○
任 の収集 .発 f4-020 ○ ○ ◎○ ○ ○ ◎ ◎ ○
信 f4-030 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎◎ ○
g3-030 ○ ○ ◎○ ○ ○ ◎ ◎ ○
g4-020 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○
(4)悼 ア社会で利 14-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △
報化の 用されてい j4-010 × × × × × × × × ×
進展 と る情報システム j4-020 △ △ △ △ △ △ △ △ △
社会-の影響 j4-030 △ △ △ △ △ △ △ △ △イ情報化が m4-020 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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2_2普通教科 ｢情報｣の指導内容の検討 的に対応できる能力と態度を育てていくこと｣を日
文部省の学習指導要領によると学校教育における 指している｡図4｢情報教育の体系化のイメージ｣
情報教育の目標は ｢情報活用の実践力｣ ｢情報の科 7)では3つの観点を並列的に関連づけている｡
学的な理解｣ ｢情報社会に参画する態度｣3つの観
点を相互に関連させながら, ｢情報化の進展に主体
表5.各教科書の r,腎 晩 熟 淵 ページ数
教科書 情報A 情報B 情報C
へ●-シ○数 % ヘ●-ゾ数 % ヘ`-シ●数 %
A 8/153 5.2 3′152 2.0 7/153 4.6 /
B 6/131 4.5 6/131 4.6 6/129 4.7
C 4′122 3.2 4′115 3.5 6′121 5.0
D 4′122 3.2 4′142 2.8 9/125 7.2
E 6′97 6.2 2/133 1.5 5/109 4.6
F 4/133 3.0 4′133 3.0 5′120 4.2
G 6/121 5.0 4/120 3.3 8′120 6.6
H 6/113 5.3 5′157 3.2 10′158 6.3
Ⅰ ll/131 8.4 6′131 4.6
∫ ll/139 2.8
K 6/131 4.6
L 4′142 2.8 6′124 4.8
M 6/133 4.5
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Ⅳ.まとめ
本研究で得られた結果を要約すると以下のよう
になる｡
(1)高等学校情報教科書の分析より実習 (情報
活用の実践力)に重点を置いている教科書が多い
(2)いずれの教科書も情報倫理についての記述
へ●-シ1は少ない
(3)能力レベルで考えた具体的な情報教育の目
壕を整理し, ｢高等学校普通教科 ｢情報｣の学習
目.標｣として提起した｡そしてそれらと全ての教
科書を網羅的にサーベイした結果,学習目標を十
分に達成できていないと考えられる教科書もあ
ることがわかった｡
これらのことから普通教科 ｢情報｣では,教師側
は常に生徒の問題意識を高める授業 (講義)を工
夫しなければならない｡教師側の間題意鼓を高め
ることによって,生徒に適正な情報倫理感覚を育
てることができ,情報倫理を ｢核｣として情報活
用の実践力や情報の科学的理解を高める事につ
ながる｡今後は,情報倫理観を培 うためのCA I
教材を開発し,生徒の情報倫理観を高め定着させ
ていくことを今後の課題としたい｡また,その学
習評価についてはまだ確立されていないので情
報倫理観 と評価に関する研究を引き続き行いた
い｡
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